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NetVault Backup Plug-in for Hyper-V    
－ はじめに 

• NetVault Backup Plug-in for Hyper-V ： 概要

• 主な利点

• 機能概要

• 対象ユーザー

• 参考資料

NetVault Backup Plug-in for Hyper-V ：

概要
Quest® NetVault® Backup Plug-in for Hyper-V （Plug-in for Hyper-V） では、 Web ベースのユーザー ・ イ ン ター

フ ェ イス （WebUI） と自動化されたワーク フ ロー ・ プロセスを使用し、 仮想環境向けに集中型のバッ クア ッ プ設

定やポリ シーのリ ス ト アを実現し ます。 本プ ラグイ ンを使用する こ とによ り、 詳細なレベルの制御が可能にな
り、 仮想マシン （VM） イ メ ージ全体または個別フ ァ イルご とのリ ス ト アを行う こ とができるため、 ダウン タ イ

ムを 小限に抑える こ とができます。 幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイスが統合されるため、 データの保護およびオ
フサイ ト への保存によ って障害復旧および業務継続性の目標が満た される とい う 安心感を得る こ とができます。

主な利点
• プ ラグイ ン ・ システム構築時の確実性を向上 ： Plug-in for Hyper-V では、 多様な復旧状況に柔軟に対応し

ます。 プ ラグイ ンを使用し てバッ クア ッ プ ・ ポリ シーを実装する と、 障害発生時に必要と なる リ カバリ
作業をおろそかにする こ と な く 、 よ り重要な タ スクに専念する こ とができます。 また、
Plug-in for Hyper-V を使用する と、 包括的で柔軟なバッ クア ッ プ ・ ポ リ シーを作成する こ とができます。

これによ り スク リ プ ト を作成する手間を省 く こ とができるため、 構文や人的な誤り による リ スクの増大
を防ぎます。

• 柔軟なバッ クア ッ プおよびリ カバリ ・ オプシ ョ ンによる リ スクの軽減 ： Plug-in for Hyper-V は、 ビジネス

に不可欠な VM のリ カバリやバッ クア ッ プを簡略化するパワフルな管理者向けツールセ ッ ト を備えてい

ます。 VSS （Volume Shadow Copy Service） ベースのバッ クア ッ プによ り、 VM と そのアプ リ ケーシ ョ

ンに関する簡略化された保護方法を提供し ます。 フル ・ イ メ ージレベル ・ バッ クア ッ プによ り、 VM を障

害から保護し、 テス ト 環境や障害復旧をサポー ト する柔軟性を提供し ます。 個別フ ァ イルのリ カバリ に
よ り、 高速リ ス ト アを実現し、 ス ト レージの利用率、 サーバーへの負荷、 およびネ ッ ト ワーク上で転送
されるデータの量を抑えます。 Plug-in for Hyper-V では、 VM のイ メ ージ全体あるいは個別フ ァ イルを リ

ス ト アする こ とができます。
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• バッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウの短縮とデバイス使用率の向上 ： Plug-in for Hyper-V は、 Windows Server 
2016 以降の VM に格納されているデータに対する高パフ ォーマンスの増分および差分バッ クア ッ プによ

り、 VM のイ メ ージレベルでのバッ クア ッ プを高速化し ます。 Windows Server 2016 以降の VM には、 プ

ラグイ ンで Resilient Change Tracking （RCT） が使用されます。 RCT は、 バッ クア ッ プ間に発生する仮

想ハー ド ・ デ ィ スク （VHD または VHDX） への変更を追跡し ます。

• IT （情報技術） 効率性の 大化 ： Plug-in for Hyper-V によ り、 管理者はリ カバリ ・ プロセスへの関与を

小化しつつ、 高速かつ信頼性の高いリ カバリ を提供する こ とができます。 本プ ラグイ ンによ り、 比較的
経験が浅い担当者でも リ ス ト アを実行できるため、 ダウン タ イムを削減し、 ビジネス継続性を高め、 管
理者が 24x7 体制で待機する必要がな く な り ます。 経験の浅い担当者はルーチン的な管理オプシ ョ ン も実

行できるため、 Plug-in for Hyper-V の内部について習熟し ていな く ても包括的なバッ クア ッ プ ・ ポ リ シー

を作成する こ とができます。 本プ ラグイ ンでは、 自動化されたワーク フ ローを使用し、 バッ クア ッ プ定
義やジ ョ ブ ・ スケジュールの実行などのタ スク をポイ ン ト アン ド ク リ ッ クで実行できます。

• ビジネスの継続性を確保 ： ビジネス上重要なアプ リ ケーシ ョ ンのデータ保護プ ラ ンでオフサイ ト ・ バッ
クア ッ プは重要です。 本プ ラグイ ンは幅広いバッ クア ッ プ ・ デバイス と NetVault Backup との統合を有効

に活用し ます。 Plug-in for Hyper-V は、 仮想化環境が保護され、 障害復旧に備えてオフサイ ト に保存され

ている とい う安心感を提供し ます。

機能概要
• Hyper-V ク ラス タ リ ング

• VSS ベースの VM バッ クア ッ プ

• イ メ ージレベルのバッ クア ッ プ と リ ス ト ア用の単一プ ラグイ ン

• イ メージレベル ・ バッ クア ッ プからのフ ァ イルレベル ・ リ ス ト ア （フ ァ イルレベルのイ ンデッ クス作成が
有効になっている場合）。 次のタ イプのパーテ ィ シ ョ ン と フ ァ イル ・ システムがサポー ト されています。

▪ マス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド （MBR）

▪ GUID パーテ ィ シ ョ ン ・ テーブル （GPT）

▪ Windows Server New Technology File System （NTFS）

▪ 拡張フ ァ イル ・ システム ： EXT2、 EXT3、 および EXT4

▪ Linux および UNIX の XFS （Extents File System）

▪ Linux ベース ・ システム上の LVM （Logical Volume Manager） および Windows ベース ・ システム

上の LDM （Logical Disk Manager） が、 シングルまたは複数システムにまたがったデ ィ スク と し

て管理するボリ ューム

• サーバー ・ メ ッ セージ ・ ブロ ッ ク （SMB） フ ァ イル ・ サーバー上に存在する VM のフル ・ サポー ト

• NetVault Backup 仮想ク ラ イアン ト のサポー ト

• バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ンで使用する VM 名の包含および除外設定のサポー ト  

• ポリ シー ・ ベースのバッ クア ッ プのサポー ト  

• VM （ス タ ン ド アロン ・ システムまたはク ラス タ ・ システム内の Windows マウン ト ・ ポイ ン ト に存在す

る） のバッ クア ッ プ と リ ス ト アのサポー ト 。

• Active Block Mapping （ABM） を使用し て、 ネ ッ ト ワークおよびス ト レージの要件を軽減し ます。 次のタ

イプのパーテ ィ シ ョ ン と フ ァ イル ・ システムがサポー ト されています。

▪ MBR

▪ GPT

▪ NTFS

▪ EXT2、 EXT3、 および EXT4
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• VM イ メ ージ全体または個別フ ァ イルのリ ス ト ア

• Windows Server 2016 以降の Hyper-V ロールを使用する VM の RCT ベースのイ メ ージレベル ・ バッ ク

ア ッ プ

• イ メ ージ ・ レベル ・ バッ クア ッ プのリ カバリ後の VM の自動電源投入設定 （オプシ ョ ン）

• イ メ ージレベルのリ カバリ中の VM の名前変更

対象ユーザー
本ガイ ドは VM のバッ クア ッ プおよびリ カバリ を担当するユーザーを対象と し ています。 Windows Server の管

理と Plug-in for Hyper-V が実行されるオペレーテ ィ ング ・ システム （OS） に習熟し ている こ と を前提と し てい

ます。 VM についての高度な知識があれば、 効率的なバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア戦略の定義に役立ちます。

参考資料
Quest は、 本プ ラグイ ンの設定時および使用中に以下のド キュ メ ンテーシ ョ ンをすぐに利用できるよ う準備し て

お く こ と をお勧めし ます。

• Microsoft Hyper-V ： 仮想マシンのバッ クア ッ プおよびリ ス ト ア ： http://msdn.microsoft.com/en-
us/library/dd405549(VS.85).aspx

• NetVault Backup ド キュ メ ンテーシ ョ ン

▪ Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup サー

バーおよびク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

▪ Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup の

使用方法と、 すべてのプ ラグイ ンで共通の機能について詳説し ます。

▪ Quest NetVault BackupCLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 コマン ド ラ イ ン ・ ユーテ ィ

リ テ ィ の詳細な説明を提供し ます。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documents からダウンロー ド できます。

メ モ ：  ABM を無効にする と、 プ ラグイ ンは自動的にゼロブロ ッ クの除外を使用し て、 ゼロが書き

込まれたブロ ッ ク をバッ クア ッ プ時に除外するよ う にし ます。

ABMはXFSではサポートされていません。
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プ ラグイ ンのイ ンス ト ールまたは削除

• プ ラグイ ン ・ システム構築

• プ ラグイ ンのイ ンス ト ールの前提条件

• SMB フ ァ イル ・ サーバーを使用するための前提条件

• ス タ ン ド アロン ・ システムへのプ ラグイ ンのイ ンス ト ール

• プ ラグイ ンのラ イセンス

• ス タ ン ド アロン ・ システムからのプ ラグイ ンの削除

プラグイ ン ・ システム構築
Plug-in for Hyper-V は Hyper-V Server にイ ンス ト ールされているため、 ス タ ン ド アロン環境、 ク ラス タ （高可用

性） 環境および SMB 環境にプラグイ ンを配備する手順はほぼ同一です。 Hyper-V Server は、 VM をホス ト する

物理マシンです。 本プ ラグイ ンは、 保護対象と なる各 VM にはイ ンス ト ールされません。

図 1. システム構築の概要
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フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タ リ ング
本プ ラグイ ンは、 フ ェ イルオーバー ・ ク ラス タの FQDN （Fully Qualified Domain Name ： 完全修飾ド メ イ ン名）

または IP ア ド レスを使用し て、 Hyper-V Cluster を管理し ている現在のノ ー ド を特定し、 それをバッ クア ッ プ ・

ジ ョ ブの対象と し ます。

仮想ク ラ イアン ト の使用は、 プ ラグイ ン固有のものではあ り ません。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ

ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。 以下のガイ ド ラ イ ンに注意する必要があ り ます。

• 必ず 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 の情報に基づいて、 プラグイ ンの管理

が仮想ク ラ イアン ト を使用し て実施されるよ う にし て く だ さい。 ク ラス タ またはク ラ イアン ト 管理を実
行する と きに、 仮想ク ラ イアン ト の一員である物理ノ ー ド を使用し ないで く だ さい。 ク ラス タに属さ な
いローカル VM のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを設定する と きは、 物理ノ ー ド を使用し て く だ さい。

• 仮想ク ラ イアン ト に属するすべてのノ ー ドへのイ ンス ト ールでプ ラグイ ンを利用できるよ う にするには、
「.npk」 イ ンス ト ール ・ フ ァ イルを NetVault Backup サーバーにコ ピーし ます。 フ ァ イルのコ ピー先のパ

スは、 <NetVaultBackupHome>\packages\standard です。

• 後から プ ラグイ ンをア ッ プグレー ド または更新するには、 以下を実行する必要があ り ます。

▪ 前述の場所から、 既存の .npk フ ァ イルを削除し ます。

▪ 前述の場所に、 .npk イ ンス ト ール ・ フ ァ イルを コ ピーし ます。

▪ 以前のバージ ョ ンのプ ラグイ ンで作成された仮想ク ラ イアン ト を削除し ます。

▪ ア ッ プグレー ド されたプ ラグイ ンを使用し て新しい仮想ク ラ イアン ト を作成し ます。 元の仮想ク
ラ イアン ト の名前を新しい仮想ク ラ イアン ト に割り当てます。 名前を変更する と、 元の仮想ク ラ
イアン ト で定義されたバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを実行できな く な り ます。

• 以下のいずれも実行し ないで く だ さい。

▪ ［ク ラ イアン ト 管理］ オプシ ョ ンを使用し て、 仮想ク ラ イアン ト に属する ク ラ イアン ト から プ ラグ
イ ンを削除し ないで く だ さい。

▪ ［ク ラ イアン ト 管理］ オプシ ョ ンを使用し て、 プ ラグイ ンを再イ ンス ト ールし ないで く だ さい。

プラグイ ンのイ ンス ト ールの前提条件
Plug-in for Hyper-V のイ ンス ト ールの前に、 Hyper-V Server と し て指定されたマシンで以下の前提条件が満た さ

れている こ と を確認し ます。

• Windows PowerShell のイ ンス ト ールと実行ポリ シーの設定 ： プ ラグイ ンを使用する前に、 Hyper-V 
Server 上に PowerShell 3.0 以降を イ ンス ト ールし、 ローカル ・ マシンの実行ポ リ シーを RemoteSigned
に設定する必要があり ます。 Windows Server 2008 R2 にデフ ォル ト で含まれているのは、 PowerShell 
2.0 であるため、 3.0 以降に更新する必要があ り ます。 Windows Server 2012、 2012 R2、 2016、 2019 に

は、 3.0、 4.0、 5.0、 5.1 がそれぞれ同梱されています。

PowerShell を イ ンス ト ールし たら、 PowerShell コマン ド ・ プロンプ ト から以下のコマン ド を実行し ま

す。

Set-ExecutionPolicy RemoteSigned
• 統合サービスのイ ンス ト ール ： Hyper-V Server から VM 上に統合サービスを イ ンス ト ールする必要があ

り ます。 Windows ベースの VM には、 デフ ォル ト で統合サービスがイ ンス ト ールされています。

• NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール ： Hyper-V Server 上には、

低でも NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アがイ ンス ト ールされている必要があり ます。

NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール、 および異機種混在ク ラ イアン ト と し て

Hyper-V Server を追加する方法について詳し く は、 『Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ

ド』 を参照し て く だ さい。
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SMB フ ァ イル ・ サーバーを使用するため

の前提条件
プ ラグイ ンを使用し てバッ クア ッ プする Hyper-V VM が SMB フ ァ イル ・ サーバー上にある場合、 次のサーバー

の役割が有効になっている こ と を確認し ます。 有効になっていない場合は、 Windows Server のサーバー ・ マ

ネージャ を使用し てこれらの役割を追加し ます。

プラグイ ンのイ ンス ト ールまたはア ッ プ
グレー ド
イ ンス ト ール ・ プロセスは、 プ ラグイ ンをス タ ン ド アロン環境と ク ラス タ環境のどち らにシステム構築するかに
応じ て異な り ます。

• ス タ ン ド アロン ・ システムへのプ ラグイ ンのイ ンス ト ール

• ク ラス タ ・ システムへのプ ラグイ ンのイ ンス ト ール

ス タ ン ド アロン ・ システムへのプ ラグイ ンのイ ン
ス ト ール

1 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ または ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセス し ます。

▪ ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページにアクセスするには ：

a ［ナビゲーション］パネルで、［ガイド付き設定］をクリックします。

b ［NetVault設定ウィザード］ページで、［プラグインのインストール］をクリックします。

c 次のページで、利用可能なクライアントを選択します。

▪ ［ク ラ イアン ト 管理］ ページにアクセスするには ：

表1. SMBファイル・サーバーに格納されているVMで使用するために必要な役割

名前 タイプ パス

ファイル・サービスおよびス
トレージ・サービス

役割 ファイル・サービスおよびストレージ・サービス

ファイル・サービスおよび
iSCSIサービス

役割サービス ファイル・サービスおよびストレージ・サービス\ファイル・

サービスおよびiSCSIサービス

ファイル・サーバー 役割サービス ファイル・サービスおよびストレージ・サービス\ファイル・

サービスおよびiSCSIサービス\ファイル・サーバー

ファイル・サーバーVSSエー

ジェント・サービス

役割サービス ファイル・サービスおよびストレージ・サービス\ファイル・

サービスおよびiSCSIサービス\ファイル・サーバーVSSエー

ジェント・サービス

メ モ ： 選択されたク ラ イアン ト がすべて同じ タ イプの場合、 設定ウ ィ ザー ド を使用し て複数のク ラ
イアン ト に同時にプ ラグイ ンを イ ンス ト ールできます。 複数のク ラ イアン ト を選択する場合、 プ ラ
グイ ンのバイナリ ・ フ ァ イルがターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト の OS と プラ ッ ト フ ォームと互換性があ

る こ と を確認する必要があり ます。 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページでは、 プ ラグイ ンを イ ンス ト ール
する ク ラ イアン ト を 1 つのみ選択できます。
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a ［ナビゲーション］パネルで、［クライアント管理］をクリックします。

b ［クライアント管理］ページで、Hyper-V Serverがあるマシンを選択して、［管理］をク

リックします。

c ［クライアント表示］ページで、［プラグインのインストール］ボタン（ ）をクリックし

ます。

2 ［プ ラグイ ン ・ フ ァ イルの選択］ を ク リ ッ ク し て、 プ ラグイ ン用の .npk イ ンス ト ール ・ フ ァ イルの場所

（イ ンス ト ール用 CD または Web サイ ト から フ ァ イルをダウンロー ド し て保存し たデ ィ レ ク ト リ など）

に移動し ます。

イ ンス ト ール CD では、 このソ フ ト ウ ェ アのデ ィ レ ク ト リ ・ パスは OS によ って異な り ます。

3 「hv-x-x-x-x-x.npk」 とい う フ ァ イル （xxxxx はバージ ョ ン番号と プラ ッ ト フ ォームを表す） を選択し、

［開 く ］ を ク リ ッ ク し ます。

4 イ ンス ト ールを開始するには、 [ プラグイ ンのイ ンス ト ール ] を ク リ ッ ク し ます。

プ ラグイ ンが正常にイ ンス ト ールされる と、 メ ッ セージが表示されます。

ク ラスタ ・ システムへのプラグインのインス ト ール
ク ラス タ環境でのプ ラグイ ンのイ ンス ト ールでは、 NetVault Backup サーバーに仮想ク ラ イアン ト を作成し ます。

仮想ク ラ イアン ト とは、 ク ラス タ内のノ ー ドのグループです。 このグループは、 NetVault Backup サーバーから

は、 ク ラス タ化された VM をバッ クア ッ プするために作成される、 1 つのク ラ イアン ト と し て認識されます。 仮

想ク ラ イアン ト の作成プロセスでは、 プ ラグイ ンが NetVault Backup サーバーから ク ラス タ内の選択し た ノ ー ド

に転送され、 そこにイ ンス ト ールされます。

仮想クライアントの作成
仮想ク ラ イアン ト 作成プロセスは、 本プ ラグイ ン固有のものではあ り ません。 この手順について詳し く は、
『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。 ただし、 仮想ク ラ イアン ト 作

成プロセス中は、 以下の点を考慮する必要があり ます。

仮想ク ラ イアン ト に名前を付ける ： Quest では、 Hyper-V Cluster に割り当てられたク ラス タのネ ッ ト ワーク名

（つま り FQDN） を、 NetVault Backup 仮想ク ラ イアン ト 名と し て使用する こ と を強 く お勧めし ます。 NetVault 
Backup では、 仮想ク ラ イアン ト を参照する と きに、 ク ラス タ ・ アプ リ ケーシ ョ ンを管理し ている ノ ー ドが特定

され、 その Hyper-V Server が、 た と えば ［NetVault Backup 選択］ ページに表示されます。 仮想ク ラ イアン ト

名と し て Hyper-V Server ネ ッ ト ワーク名と同じ名前を設定し ておけば、 作成された仮想ク ラ イアン ト に対応す

る Hyper-V Server を識別できます。

プラグイ ンのラ イセンス
本プ ラグイ ンでは、 ク ラス タ環境およびス タ ン ド アロン環境で別個のラ イセンス ・ キーが必要です。 ク ラス タ環
境の場合、 ラ イセンスを NetVault Backup サーバーの物理ク ラ イアン ト に適用し ます。 ス タ ン ド アロン保護に同

じ物理ク ラ イアン ト を使用する場合は、 別個のス タ ン ド アロン ・ ラ イセンスを同じ ク ラ イアン ト に適用し ます。
ラ イセンス ・ キーの入手などの手続きについて詳し く は、 『Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ

ド』 を参照し て く だ さい。
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ス タ ン ド アロン ・ システムからのプ ラグ
イ ンの削除
ク ラス タ環境での Plug-in for Hyper-V の削除について詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーター

ズ ・ ガイ ド』 で該当する ト ピ ッ ク を参照し て く だ さい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ク ラ イアン ト 管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ク ラ イアン ト 管理］ ページで、 利用可能なク ラ イアン ト を選択し て、 ［管理］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［ク ラ イアン ト 表示］ ページの ［イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ ア］ テーブルで、 ［Plug-in for Hyper-V］

を選択し て ［プ ラグイ ンのアン イ ンス ト ール］ ボタ ン （ ） を ク リ ッ ク し ます。

4 ［確認］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 ［削除］ を ク リ ッ ク し ます。
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3

プ ラグイ ンの設定

• ク ラス タ ・ システムの設定

• ク ラス タ環境における VM 間通信の有効化

ク ラス タ ・ システムの設定
1 Windows Server 2012、 2012 R2、 2016、 または 2019 環境を使用し ている場合は、 追加オプシ ョ ンの

［ク ラス タが管理し ている VM の表示］ が Plug-in for Hyper-V タ ブに表示される こ とがあり ます。 この

オプシ ョ ンは、 ホス ト が Hyper-V ク ラス タの一部である場合に、 物理マシンでのみ使用できます。 ［ナビ

ゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し、 次に ［選択］ リ ス ト の隣にある
［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 セレ クシ ョ ン ・ ツ リー内で適切なク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。

3 ［Hyper-V Plugin］ を ク リ ッ ク し、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［設定］ を選択し ます。 複数の VM を同

時にリ ス ト アする場合は、 ［設定］ ウ ィ ン ド ウで、 この Hyper-V ホス ト に適用するパラ レル ・ ス ト リーム

の 大数を入力し ます。

4 ［ク ラス タが管理し ている VM の表示］ オプシ ョ ンが表示されている場合は、 ホス ト が仮想ク ラ イアン ト

に管理されていない場合に限り、 そのオプシ ョ ンを選択し ます。

5 仮想ク ラ イアン ト を設定するには、 次の情報を入力し ます。

▪ ク ラス タのド メ イ ン ： ク ラス タの Windows ド メ イ ンを入力し ます。

▪ ユーザー名 ： ク ラス タ と Hyper-V を管理するのに必要な権限を持つアカウン ト （つま り、 ド メ イ

ン管理者アカウン ト ） の名前を入力し ます。

▪ パスワー ド ： 上のフ ィ ールド で指定し たユーザーに関連付けられているパスワー ド を入力し ます。

6 設定を保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： この設定は、 各ク ラス タおよび各ノ ー ド で利用できます。

パラ レル ・ ス ト リームについての詳細は、 「パラ レル ・ ス ト リームの設定」 を参照し て く だ さい。

重要： Questは、仮想クライアントを使用してクラスタ・ホストを管理することと、このオプショ

ンを有効にしないことをお勧めします。
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ク ラス タ環境における VM 間通信の有効化
NetVault Backup ク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ ア 10.0.5 以前を使用し ている場合、 NetVault Backup 仮想ク ラ イア

ン ト を イ ンス ト ールし て設定し た後、 仮想ク ラ イアン ト でク ラス タに含まれるすべてのホス ト を管理できる こ と
を確認し ます。 また各ホス ト がそのク ラス タに含まれる他のホス ト にアクセスできる こ と を確認し ます。

1 ク ラス タに含まれている 初のホス ト のコマン ド ・ プロンプ ト から、 以下を入力し ます。

cd <NetVaultBackupInstallDirectory>\util
デフ ォル ト のイ ンス ト ール ・ デ ィ レ ク ト リは、 C:\Program Files (x86)\Quest\NetVault Backup\util また

は、 C:\Program Files の下の対応するデ ィ レ ク ト リ です。

2 仮想ク ラ イアン ト に追加された各ホス ト に対し て、 以下を入力し ます。

nvclientaccess -client <clientName> -password <clientPassword>
<clientName> は、 次に仮想ク ラ イアン ト に追加し たホス ト の名前で、 <clientPassword> は、 ク ラ イアン

ト を NetVault Backup サーバーに追加し た と きに指定し たパスワー ド です。

た と えばホス ト が 3 つある場合、 <clientName> に Host2 を指定し て、 Host1 上で nvclientaccess -
client <clientName> password <clientPassword> を実行し ます。 次に、 <clientName> に Host3 を指

定し て、 再度 Host1 上で nvclientaccess -client <clientName> password <clientPassword> を実

行し ます。

3 ク ラス タに含まれるすべてのホス ト に対し て、 これらの手順を繰り返し ます。

ヒント： クラスタに多数のホストが含まれている場合、以下のすべてのコマンドを含むスクリプト・ファ
イルを作成できます。そのスクリプトを各ホストで実行します。
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4

データのバッ クア ッ プ

• データのバッ クア ッ プ ： 概要

• VM の包含および除外に使用するパターンの追加

• バッ クア ッ プの実行

• バッ クア ッ プ ・ ポリ シーの使い方

データのバッ クア ッ プ ： 概要
Plug-in for Hyper-V は、 イ メージレベルのバッ クア ッ プ と リ ス ト アをサポー ト し ます。 イ メージレベルのバッ ク

ア ッ プには、 特定の VM に関連するすべてのデ ィ スクおよび設定フ ァ イルが含まれるため、 VM 全体のリ ス ト アが

可能にな り ます。 このバッ クア ッ プ ・ タ イプは、 ハー ド ウェ アに障害が発生した場合や、 VM のデ ィ スク ・ フ ァ イ

ルを削除した場合に使用可能です。 フ ァ イルレベル ・ イ ンデッ クス作成機能を使用する と、 フ ァ イルレベル ・ イン
デッ クス作成を有効化し てイ メージをバッ クア ッ プ し、 フ ァ イルレベルのリ ス ト アを実行できます。 次の ト ピ ッ ク
で説明するよ う に、 VSS に対応し ていない VM で使用する と、 ネ ッ ト ワーク接続の問題が発生し ます。

重要な注意事項
• 同一 VM 上で、 複数のイ メ ージレベルのバッ クア ッ プを同時にスケジュールし ないで く だ さい。 同じ VM

でこれらのバッ クア ッ プ ・ タ イプを同時に実行する と、 いずれかのジ ョ ブが失敗する可能性があ り ます。
プ ラグイ ンでは、 1 度に 1 つの VM で取得できるスナ ッ プシ ョ ッ ト は 1 つだけです。

• Hyper-V Server または Cluster がメ ンテナンス ・ モー ド に入っているか、 アクセスできない場合、 バッ ク

ア ッ プは実行できません。

• Plug-in for Hyper-V は、 VM 上に配置されたデータベースのバッ クア ッ プをサポー ト し、 これによ りデー

タベースは常に整合の取れた状態に保たれます。 SQL Server や Oracle 用の VSS Writer などのサー ド

パーテ ィ 製品は、 データ をプ ラグイ ンに提供する前に、 データ整合性処理をサポー ト し ている必要があ
り ます。 本プ ラグイ ンは、 整合性が取れていないスナ ッ プシ ョ ッ ト のエラー
（VSS_E_WRITERERROR_INCONSISTENTSNAPSHOT） が発生し た場合も、 この情報をデバッ グ ・ ト

レースに記録し てバッ クア ッ プ ・ プロセスを続行し ます。

• 本プ ラグイ ンは、 バッ クア ッ プ ・ ホス ト にイ ンス ト ールされている VSS ハー ド ウ ェ ア ・ プロバイダーを

使用し ます。 プロバイダー関連のエラーが発生する と、 本プ ラグイ ンは、 適切なソ フ ト ウ ェ ア ・ プロバ
イダーを使用し てバッ クア ッ プを完了し よ う と し ます。

• 以下の VM では、 オン ラ イ ンによる イ メ ージレベルのバッ クア ッ プは完全にはサポー ト されていません。

▪ VSS に対応し ていない VM （Linux など）

▪ Windows Server 2008 R2 でホス ト されている Windows Server 2012 VM

これらの VM は、 バッ クア ッ プ中に保存状態にな り処理を中断し ます。 VM は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト が取得

された後に処理を再開し ます。
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• VM 名に空白が使用できるよ う になる他、 次の文字にも対応し ます。 A-Z、 a-z、 0-9、 ! # % ^ ( ) - _ + = .{ } ;

以下のガイ ド ラ イ ン と例外に注意する必要があり ます。

▪ 名前の大文字と小文字は区別されます。

▪ プ ラグイ ンは、 空白で終わる名前はサポー ト し ていません。

▪ 包含および除外機能では、 VM 名パターンの先頭または末尾での空白の使用はサポー ト し ていま

せん。

▪ サポー ト されていない文字は、 実際の表示が予測できません。

• Windows Server 2016 以降のホス ト またはク ラス タ を使用し ている環境では、 フル ・ バッ クア ッ プ、 増

分バッ クア ッ プ、 差分バッ クア ッ プを実行できます。 フル ・ バッ クア ッ プは、 選択されたアイテムの
セ ッ ト の完全なバッ クア ッ プを実行し ます。 増分バッ クア ッ プは、 後に実行されたバッ クア ッ プ以降
に変更されたアイテムのセ ッ ト をバッ クア ッ プ し ます。 差分バッ クア ッ プは、 後に実行されたフル ・
バッ クア ッ プ以降に更新されたアイテムをバッ クア ッ プ し ます。 プ ラグイ ンは、 変更されたブロ ッ ク を
追跡する RCT を利用し ます。

VM の包含および除外に使用するパターン

の追加
バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ ツ リーから VM を選択するだけでな く 、 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに包含および除外

する VM 名のパターンを作成し て保存する こ とができます。 包含または除外する VM 名パターンのいずれか、 ま

たは両方を指定する と、 プ ラグイ ンは、 そのパターンをバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト と と もに保存し ま
す。 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを送信する と きに、 保存し たパターンを持つセ ッ ト を選択する こ とができます。 する
と、 プ ラグイ ンによ って、 指定し たパターンに一致する名前を持つ VM がバッ クア ッ プ ・ リ ス ト に入力されま

す。

パターンを追加するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページのプラグイ ンのリ ス ト で、 ［Hyper-V Plugin］ を開きます。

localhost または <clusterName> ノ ー ド の下に、 ［包含の指定］ と ［除外の指定］ の 2 つの追加項目が表

示されます。 ［包含の指定］ を ク リ ッ クする と、 ［包含パターンを表示］ および ［包含パターンを追加］
の追加オプシ ョ ンが表示されます。 ［包含パターンを表示］ を選択する と、 オプシ ョ ンは ［包含パターン
を非表示］ に変わり ます。 ［除外の指定］ を ク リ ッ クする と、 ［除外パターンを表示］ および ［除外パ
ターンを追加］ の追加オプシ ョ ンが表示されます。 ［除外パターンを表示］ を選択する と、 オプシ ョ ンは
［除外パターンを非表示］ に変わり ます。 パターンを追加する と、 保存された各パターンの情報ノ ー ドが
表示されます。

4 バッ クア ッ プに含めるパターンを追加するには、 ［包含パターンを追加］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［包含パターンの入力］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 検索するパターンを入力し ます。

検索するパターンの一部と し て、 アス タ リ スク （*） ワイルド カー ド文字を使用し ます。 たと えば、 名前

が SQL で始まるすべての VM を検索するには、 「SQL*」 と入力し ます。

6 パターンを保存するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

重要： バックアップ・ジョブの実行中、プラグインは、包含および除外機能を使用して指定された情報よ
りも、localhostまたは<clusterName>ノードの下にあるVMを優先します。

メ モ ： 包含パターンを指定せずに除外パターンを指定し た場合、 自動的にすべての VM を含むとみ

な し、 包含パターンの 「*」 が適用されます。 次に、 含む VM の全一覧に対し て、 除外パターンが

適用されます。
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7 包含の対象と し て追加するパターンご とにステ ッ プ 4- ステ ッ プ 6 を繰り返し ます。

8 バッ クア ッ プから除外するパターンを追加するには、 ［除外パターンを追加］ を ク リ ッ ク し ます。

9 ［除外パターンの入力］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 前述の包含パターンで説明し た同じ ガイ ド ラ イ ンを使
用し て検索するパターンを入力し、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

前の例を続ける と、 SQL Server VM の特定のバージ ョ ンを除いた、 名前が SQL で始まるすべての VM を

検索するには、 除外する VM の完全な名前 （SQLQATest1 など） を入力し ます。

10 除外の対象と し て追加するパターンご とにステ ッ プ 8 と ステ ッ プ 9 を繰り返し ます。

11 作業が終了し たら、 localhost または <clusterName> ノ ー ドの下の必要な VM をすべて選択し、 該当す

る包含および除外パターンを選択し ます。

12 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入力し、 ［保存］ を ク リ ッ
ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ

と をお勧めし ます。

バッ クア ッ プの実行
イ ンデッ クス作成の有無に関わらず、 イ メ ージレベルのバッ クア ッ プを実行するには、 以下の ト ピ ッ クで説明す
る手順に従います。

• バッ クア ッ プ対象データの選択

• バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定

• ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行

バッ クア ッ プ対象データの選択
バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを作成するには、 セ ッ ト （バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 、 バッ クア ッ プ ・ オプ
シ ョ ン ・ セ ッ ト 、 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト ） を使用する必要があ り
ます。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ
イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］

を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

ジ ョ ブの進捗状況の監視やデータのリ ス ト ア時にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を
割り当てます。 ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含め
る こ とはできません。 Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 40 文字以内にする こ と をお勧

めし ます。

3 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［NetVault Backup 選択］ ページのプラグイ ンのリ ス ト で、 ［Hyper-V Plugin］ を開き、 localhost または

<clusterName> ノ ー ド を展開し て VM のリ ス ト を表示し ます。

5 localhost または <clusterName> ノ ー ド を選択し、 バッ クア ッ プ時に存在し たすべての VM を含めるか、

個別 VM を選択し特定の VM セ ッ ト をバッ クア ッ プ し ます。

ヒント： 既存のセットを使用するには、［バックアップ・ジョブ作成］をクリックして、［選択］リストか
らセットを選択します。
Quest NetVault Backup Plug-in for Hyper-V 12.2 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのバッ クア ッ プ
17



6 セ ッ ト を保存するには ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに名前を入
力し、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合、 長さ制限はあ り ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ

と をお勧めし ます。

バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ンの設定
次の手順には、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト の作成または既存のセ ッ ト の選択が含まれています。

複数のオプシ ョ ンを利用できます ： ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］、 ［パラ レル ・ ス ト リームの 大数］、 ［フ ァ イル ・
レベルのリ カバリ でイ ンデッ クス作成を有効化］、 および ［Active Block Mapping の有効化］。

• ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ セクシ ョ ンは、 バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト が Windows Server 2016
以降のホス ト またはク ラス タに基づいている場合に使用できます。 プ ラグイ ンでは、 RCT を使用し て変

更されたブロ ッ クのみを増分バッ クア ッ プまたは差分バッ クア ッ プのス ト リームに送信し ます。 このた
め、 フル ・ バッ クア ッ プ、 増分バッ クア ッ プ、 または差分バッ クア ッ プのどのタ イプを実行するかを指
定できます。 フル ・ バッ クア ッ プは、 選択されたアイテムのセ ッ ト の完全なバッ クア ッ プを実行し ます。
フル ・ バッ クア ッ プはその他のいかなるバッ クア ッ プにも依存する こ と な く 、 ひとつの手順で リ ス ト ア
する こ とができます。 増分バッ クア ッ プは、 後に実行されたバッ クア ッ プ以降に変更されたアイテム
のセ ッ ト をバッ クア ッ プ し ます。 差分バッ クア ッ プは、 後に実行されたフル ・ バッ クア ッ プ以降に更
新されたアイテムのセ ッ ト をバッ クア ッ プ し ます。

• ［パラ レル ・ ス ト リームの 大数］ のデフ ォル ト 値は、 Windows Server 2012、 2012 R2、 2016、 および

2019 の場合は 4、 Windows Server 2008 R2 の場合は 1 です。 お使いの環境で Windows Server 2012、

2012 R2、 2016、 または 2019 が使用されている場合は、 設定値を 32 まで増やすこ とができます。

• ［フ ァ イル ・ レベルのリ カバリ でイ ンデッ クス作成を有効化］ オプシ ョ ンは、 デフ ォル ト では無効になっ
ています。 イ ンデッ クス作成によ り、 VM のイ メ ージレベルのバッ クア ッ プから フ ァ イルやデ ィ レ ク ト リ

を個別にリ ス ト アする こ とができます。

フ ァ イルレベル ・ イ ンデッ クス作成機能は、 以下のシステムを使用する VM で利用できます。

▪ Windows ： NTFS

▪ 拡張フ ァ イル ・ システム ： EXT2、 EXT3、 および EXT4

▪ Linux および UNIX の XFS

フ ァ イルレベル ・ イ ンデッ クス作成は、 バッ クア ッ プ ・ サイズに影響を与える こ とはあ り ませんが、
バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クス ・ サイズとバッ クア ッ プにかかる合計時間は増加し ます。 フ ァ イルレベル ・
イ ンデッ クス作成の実行に要する時間は、 い く つかの要因によ って異な り ます。 これらの要因には、
フ ァ イル数、 ボリ ューム上のフ ァ イルの断片化率、 ネ ッ ト ワーク ・ ト ラ フ ィ ッ ク、 および Hyper-V 
Server にかかる負荷などがあ り ます。

本プ ラグイ ンは、 Linux ベース ・ システム上の LVM （Logical Volume Manager） および Windows ベー

ス ・ システム上の LDM （Logical Disk Manager） が管理するボ リ ュームを、 シングルまたは複数システム

にまたがったデ ィ スク と し てサポー ト し ますが、 Windows Server 2012、 2016、 または 2019 ReFS
（Resilient File System） と、 ス ト ラ イプ ・ デ ィ スク またはス ト レージ ・ スペースはサポー ト し ません。

重要： 後のバックアップ以降に新しいVMがHyper-V Serverに追加されても、VMが緑のチェッ

クマーク付きで選択されている場合、そのVMだけがバックアップに含まれます。 

 
Windows Server 2016以降の環境の増分バックアップまたは差分バックアップを実行している場合

は、 後のフル・バックアップのバックアップ・セレクション・セットを選択します。

ヒント： 既存のセットを使用するには、［プラグイン・オプション］リストで使用するセットを選択しま
す。
Quest NetVault Backup Plug-in for Hyper-V 12.2 ユーザーズ ・ ガイ ド       

データのバッ クア ッ プ
18



Windows Hyper-V Server でホス ト し ている Linux または UNIX ベースの VM のフ ァ イル ・ レベルのリ カ

バリ を使用する場合は、 フ ァ イル名、 デ ィ レ ク ト リ名、 ボ リ ューム名に Alt+0 から Alt+32 までのキー

ボー ドの組み合わせを含める こ とはできません。 また、 次の文字を含める こ と もできません ： \\ \\ / 
[ ] : | < > + ; = .? " （詳し く は、 https://technet.microsoft.com/en-us/library/cc956689.aspx を参

照し て く だ さい。）

• ［Active Block Mapping の有効化］ オプシ ョ ンは、 デフ ォル ト で有効になっています。 ネ ッ ト ワークお

よびス ト レージの要件を軽減するため、 ABM 技術によ り、 ゼロが書き込まれたブロ ッ ク をバッ クア ッ プ

時に削除するためのフ ィ ルタが提供されます。 これらのブロ ッ ク を削除する こ と で、 バッ クア ッ プ ・ サ
イズおよびネ ッ ト ワーク経由で転送されるデータの量が削減されます。 ABM を無効にする と、 プ ラグイ

ンは自動的にゼロブロ ッ クの除外を使用し て、 ゼロが書き込まれたブロ ッ ク をバッ クア ッ プ時に除外す
るよ う にし ます。

ABM は、 以下のフ ァ イル ・ システムを使用する VM で利用できます。

▪ Windows ： NTFS

▪ 拡張フ ァ イル ・ システム ： EXT2、 EXT3、 および EXT4

バッ ク ア ッ プ ・ オプシ ョ ンを選択するには ：

1 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 Windows Server 2016 以降を使用し ている環境の場合は、 ［バッ クア ッ プ ・ タ イプ］ セクシ ョ ンで、 ［フ

ル］、 ［増分］、 ［差分］ の中から該当するオプシ ョ ンを選択し ます。

3 ［ 大パラ レル ・ ス ト リーム数］ ボ ッ クスに、 該当する数を入力し ます。

お使いの環境で Windows 2012、 2012 R2、 2016、 または 2019 が使用されている場合は、 ロー ド ・ バラ

ンシングまたはパフ ォーマンス、 あるいはその両方を向上させるために、 大 32 の数を入力できます。

ただ し、 テープ ・ ド ラ イブを使用する場合、 選択し たパラ レル ・ バッ クア ッ プ ・ ス ト リーム数が、 使用
可能な ド ラ イブ数を超えないよ う注意し て く だ さい。

4 フ ァ イル ・ レベルでのリ ス ト アを実行する場合は、 ［フ ァ イル ・ レベルのリ カバリ でイ ンデッ クス作成を
有効化］ オプシ ョ ンを選択し ます。

5 何らかの理由によ り ABM を無効にし た場合は、 ［Active Block Mapping の有効化］ オプシ ョ ンの選択を

解除し ます。

6 ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し、 ［保存］
を ク リ ッ ク し ます。

名前には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

ジ ョ ブのフ ァ イナラ イズと実行
1 ［スケジュール］、 ［ターゲッ ト ・ ス ト レージ］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使用し て、 その他の必要な

オプシ ョ ンを設定し ます。

2 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

ヒント： すでに作成および保存しているジョブを実行するには、［ナビゲーション］パネルで
［ジョブ定義管理］を選択し、目的のジョブを選択して、［今すぐ実行］をクリックします。
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バッ クア ッ プ ・ ポリ シーの使い方
ポリ シーを使って、 1 つまたは複数の類似ク ラ イアン ト を対象にし た、 1 つまたは複数のジ ョ ブを実行する こ と

ができます。 次の手順では、 基本的なプロセスを簡単に説明し ます。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ

ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ポリ シー管理］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ポリ シー管理］ ページで、 参照ボタ ンを ク リ ッ ク し、 ［追加］ を選択し ます。

3 ポリ シー名を入力し、 ［ジ ョ ブの追加］ を ク リ ッ ク し ます。

4 ［ポリ シー ・ ジ ョ ブの作成］ ページで、 該当するセクシ ョ ンに値を設定し、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。

5 ［ク ラ イアン ト の追加］ を ク リ ッ ク し、 該当する Hyper-V ク ラ イアン ト を選択し ます。

6 ポリ シー定義を保存するには、 ［ポリ シーの保存］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： 初回のフル ・ バッ クア ッ プ後、 または後続の増分または差分バッ クア ッ プの後、 バッ クア ッ
プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト に VM を追加し た場合、 プラグイ ンによ って以下の操作が実行されま

す。

• 増分または差分バックアップを実行すると、新しいVMのフル・バックアップが作成されま

す。

• 差分バックアップの場合は、VMディスクでRCTがサポートされていれば新しいVMのフ

ル・バックアップが実行されます。

• 増分バックアップの場合は、VMディスクでRCTがサポートされていれば、新しいVMの増

分バックアップが実行されます。

例：

1 任意のVM（MyVM1など）を1つ選択し、バックアップ・セレクション・セット

（MySelectionSetなど）を作成します。

2 MySelectionSetを使用してフル・バックアップを実行します。

3 MySelectionSetを変更し、VM（MyVM2など）を追加します。

4 MySelectionSetを使用して、増分または差分バックアップを実行します。

5 MySelectionSetを使用して、別の増分または差分バックアップを実行します。

その結果、［バックアップ・タイプ］で［増分バックアップ］を選択した場合は、プラグインによ
りステップ4でMyVM2のフル・バックアップが作成され、ステップ5でそのVMの増分バック

アップが作成されます。［バックアップ・タイプ］で［差分バックアップ］を選択した場合は、ス
テップ4およびステップ5でMyVM2のフル・バックアップが作成されます。

ヒント： 包含および除外パターン機能を使用して、バックアップするVMを選択することができま

す。詳細は、「VMの包含および除外に使用するパターンの追加」を参照してください。
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5

データのリ ス ト ア

• イ メ ージレベルのバッ クア ッ プのリ ス ト ア

• フ ァ イルレベルのリ カバリの実行

• その他のリ ス ト ア手順

イ メ ージレベルのバッ クア ッ プのリ
ス ト ア
イ メ ージレベルのリ カバリ を実行できます。 これは、 VM 全体を リ ス ト ア し、 Hyper-V Manager にその VM の新

規バージ ョ ンを設定する ものです。 このプロセスでは、 フ ァ イルを元の場所に リ ス ト アするか、 ユーザーがセレ
クシ ョ ン ・ セ ッ ト を作成し て ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスに情報を入力し た と きに指定し た場所

にリ ス ト ア し ます。 以前のバージ ョ ンのプ ラグイ ンから リ ス ト アを実行する方法については、 該当するバージ ョ
ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。

このプロセスでは、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順を実行し ます。

• イ メ ージレベルのリ ス ト アの前提条件

• パラ レル ・ ス ト リームの設定

• イ メ ージレベルのリ ス ト ア対象データの選択

• イ メ ージレベルのリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• イ メ ージレベルのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを完成し開始する

イ メ ージレベルのリ ス ト アの前提条件
以下の前提条件を満た し ている こ と を確認し ます。

• 名前変更機能を使用し ない場合、 Quest は、 リ カバリ を実行する前に、 元の VM を削除し てお く こ と をお

勧めし ます。

• 名前変更機能を使用せず、 元の VM の削除も行わない場合は、 VM の電源がオフになっている こ と を確認

し ます。 また リ カバリ を実行する前に、 開かれている フ ァ イルがないこ と を確認し ます。 本プ ラグイ ン
のリ カバリ ・ プロセスが既存の VM を上書き し ますが、 これには書き込み権限が必要です。

• VM を別のホス ト に リ カバリする前に、 設定フ ァ イル内の VM リ ソースがホス ト 上で使用可能な リ ソース

と一致する こ と を確認し ます。 特に、 フ ァ イルの場所と ネ ッ ト ワーク ・ アダプ タ名が一致する こ と を確
認し て く だ さい。 一致し ないと、 VM の電源がオンにならないこ とがあ り ます。 対象ホス ト と リ ソースが

異なる場合は、 手動で リ カバリ を実行し ます。

重要： バックアップを作成して、後からイメージレベルのリカバリ・プロセスを使用して取得すると、プ
ラグインにより、Hyper-Vチェックポイントが平坦化されます。たとえば、VMが実行している2つの

チェックポイント・ファイルがあるベース・ディスクをバックアップすると、VMは1つのベース・ディ

スクのみを使用してリストアされますが、チェックポイント・ファイルの内容はすべて含まれます。
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• NetVault Backup Plug-in for Hyper-V 12.0 以前で作成されたバッ ク ア ッ プを複数の VM に同時に リ ス ト ア

する場合は、 この機能を含めるよ う にバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを設定し てお く 必要があ り ます。 詳細につ
いては、 「パラ レル ・ ス ト リームの設定」 を参照し て く だ さい。

パラ レル ・ ス ト リームの設定
NetVault Backup Plug-in for Hyper-V 12.2 以降で作成されたバッ クア ッ プを リ ス ト アする場合、 「イ メ ージレベル

のリ ス ト ア対象データの選択」 で説明し ているよ う に、 パラ レル ・ ス ト リーム数を指定または変更するオプシ ョ
ンがリ ス ト ア手順で表示されます。 以前のバージ ョ ンのプ ラグイ ンで作成されたバッ クア ッ プを リ ス ト アする場
合で、 なおかつ、 複数のパラ レル ・ ス ト リームを使用する場合は、 リ ス ト ア ・ ジ ョ ブを作成する前に、 この指定
を設定する必要があり ます。 

以下の手順に従って、 バージ ョ ン 12.0 以前の NetVault Backup Plug-in for Hyper-V のためにパラ レル ・ ス ト リー

ムを設定し て く だ さい。

1 以下のオプシ ョ ンのいずれかで始めます。

▪ 新しいバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに対し てパラ レル ・ ス ト リームを設定するには、 ［ナビゲーシ ョ ン］
パネルの ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。 また、 ［ガイ ド付き設定］ リ ン クから
ウ ィ ザー ド を起動する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガイ ド 付き設定］ を ク
リ ッ ク し ます。 ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク

し ます。

▪ 既存のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブに対し てパラ レル ・ ス ト リームを設定するには、 ［ナビゲーシ ョ ン］
パネルの ［ジ ョ ブ定義管理］ を ク リ ッ ク し、 対応する Hyper-V ホス ト のバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを

選択し て、 ［ジ ョ ブの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［選択］ リ ス ト の隣にある、 ［新規作成］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページで Hyper-V ホス ト を展開し、 ［Hyper-V Plugin］、 ［設定］ の順

にク リ ッ ク し ます。

4 ［設定］ ウ ィ ン ド ウで、 この Hyper-V ホス ト に適用するパラ レル ・ ス ト リームの 大数を入力し ます。

5 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

設定を保存するためにバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブを保存する必要はあ り ません。 変更は、 Hyper-V ホス ト の設

定フ ァ イルに保存され、 すべてのゲス ト VM に適用されます。

イ メ ージレベルのリ ス ト ア対象データの選択
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Hyper-V］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

メ モ ： テープ ・ ド ラ イブに保存する場合、 パラ レル ・ ス ト リームの数は、 リ ス ト ア元のテープ ・ ド
ラ イブ数以下にする必要があり ます。 同様に、 RAS デバイスを使用する場合、 パラ レル ・ ス ト リー

ム数はセーブセ ッ ト 内の VM 数以下にする必要があり ます。

許容される 大ス ト リーム数は 「32」 です。
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セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 一度に複数の VM を リ ス ト アする場合は、 次のいずれかのオプ

シ ョ ンを実行し て く だ さい。

▪ 12.2 バッ クア ッ プの場合、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し て、 ［パラ レル ・ ス ト

リームの 大数］ を同時にリ ス ト アする VM の数に変更し ます。

▪ NetVault Backup Plug-in for Hyper-V 12.0 以前で作成されたバッ ク ア ッ プについては、 「パラ レ

ル ・ ス ト リームの設定」 を参照し て く だ さい。

7 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

8 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 localhost または <clusterName> ノ ー ド を選択し て VM を表示

し、 リ ス ト アする VM を 1 つ以上選択し ます。

イ メ ージレベルのリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定
以前のバージ ョ ンのプ ラグイ ンを使用し て作成されたバッ クア ッ プを リ ス ト アする場合は、 該当するバージ ョ ン
のユーザーズ ・ ガイ ド に記載された手順に従います。 このセクシ ョ ンは、 現在のバージ ョ ンのプ ラグイ ンにのみ
適用されます。

1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

2 次のパラ メ ータのいずれかを選択し ます。

▪ VM 全体を リ ス ト ア し、 Hyper-V Manager 上にその VM の新規バージ ョ ンを作成するには、 ［VM
全体をホス ト またはク ラス タにリ カバリ］ を選択し ます。

▪ 特定のフ ァ イルをユーザーが指定し た場所に リ ス ト アするには、 ［VM ゲス ト OS のフ ァ イルを指

定し た場所にリ ス ト ア］ を選択し ます。

3 ［VM 全体をホス ト またはク ラス タに リ カバリ］ オプシ ョ ンを選択し た場合に、 リ カバリ された VM を自

動的に再起動するよ う に設定するには、 ［リ カバリ後に VM の電源を投入］ オプシ ョ ンを選択し ます。

メ モ ： 複数のク ラス タ を リ ス ト アする場合、 各ク ラス タ または各ノ ー ド にパラ レル ・ ス ト リームを
設定できます。

リ ス ト アでパラ レル ・ ス ト リームを使用し ない場合は、 ス ト リーム数を 1 に設定できます。

メ モ ： VM ノ ー ド下の個別フ ァ イルは選択できません。 バッ クア ッ プ中にイ ンデッ クス作成を有効

にし、 個別フ ァ イルを リ ス ト アする場合は、 フ ァ イルレベルのリ カバリ を使用し ます。 詳細は、
「フ ァ イルレベルのリ カバリの実行」 を参照し て く だ さい。 
 
増分または差分バッ クア ッ プを選択し た場合、 プ ラグイ ンは、 バッ クア ッ プ ・ シーケンス内のすべ
てのセーブセ ッ ト を選択し たセーブセ ッ ト まで自動的に リ ス ト ア し ます。

注意： ［リカバリ後に作業ディレクトリの内容を削除］オプションはデフォルトで選択されています。こ
のオプションは、Questサポートから指示されない限り選択解除しないでください。

メ モ ： ［リ カバリ後に VM の電源を投入］ オプシ ョ ンは、 プラグイ ンのバージ ョ ン 11.4 以降を使用

し て作成されたバッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト を選択し た場合にのみ使用できます。
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イ メ ージレベルのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを完成し開始
する

終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 具体的な名前を指定し ます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。 また、 長
さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［ク ラ イアン ト 指定］ リ ス ト で、 データ を リ ス ト アするマシンを選択し ます。

仮想ク ラ イアン ト を選択する と、 プ ラグイ ンは、 ク ラス タ を管理し ているホス ト に VM を リ ス ト ア し ま

す。

4 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

5 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

フ ァ イルレベルのリ カバリの実行
バージ ョ ン 10.5 のプラグイ ンを使用し てバッ クア ッ プを作成中に、 ［フ ァ イル ・ レベルのリ カバリ でイ ンデッ ク

ス作成を有効化］ オプシ ョ ンを選択する と、 イ メ ージレベルのバッ クア ッ プから フ ァ イルとデ ィ レ ク ト リ を個別
にリ ス ト アできます。 このプロセスでは、 以下の ト ピ ッ クで説明する手順を実行し ます。

• フ ァ イルレベルのリ ス ト ア対象データの選択

• フ ァ イルレベルのリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定

• フ ァ イルレベルのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを完成し開始する

ヒント： ［選択］をクリックして、［クライアント指定選択］ダイアログ・ボックスから適切なク
ライアントを検索、選択することもできます。

メ モ ： Plug-in for Hyper-V バージ ョ ン 10.5 以前を使用し て作成されたセーブセ ッ ト を リ ス ト アする

場合、 仮想ハー ド ・ デ ィ スク （VHD または VHDX） のフ ァ イルは

<installationDirectory>\tmp\Hyper-V に格納されます。

お使いの環境で Windows Server 2008 R2 が使用され、 元の VM にネ ッ ト ワーク ・ アダプ タが含ま

れている場合は、 Hyper-V Manager を使用し てネ ッ ト ワーク ・ アダプ タ を追加し ます。

重要： 本プラグインは、Windows Server NTFSの圧縮ファイルまたはスパース・ファイル、Linuxのスパー

ス・ファイル、あるいはストレージ・スペースを使用してVMに配置されているファイルのファイルレベ

ルのリストアはサポートしていません。 
 
ファイルレベルのリストア・ジョブの対象として選択できるVMは、1度に1台だけです。追加のVMの

ファイルをリカバリするには、追加のファイルレベルのリストア・ジョブを実行します。
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フ ァ イルレベルのリ ス ト ア対象データの選択
1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト から

［Plug-in for Hyper-V］ を選択し ます。

3 セーブセ ッ ト のテーブルに表示されている項目を さ らにフ ィ ルタ リ ングするには、 ［ク ラ イアン ト ］、 ［日
付］、 ［ジ ョ ブ ID］ リ ス ト を使用し ます。

表にはセーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト ID）、 作成日時、 およびサイズが表示されま

す。 デフ ォル ト で、 リ ス ト は ［作成日］ 列でソー ト されます。

4 セーブセ ッ ト の表で、 適切な項目を選択し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、 増分
バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズなど。

5 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［ボリ ューム］ ノ ー ド を展開し て、 イ ンデッ クスが作成された
パーテ ィ シ ョ ン、 デ ィ レ ク ト リ、 それらに含まれる フ ァ イルを表示し、 イ ンデッ クスが作成された項目
を リ ス ト ア対象と し て 1 つ以上選択し ます。

フ ァ イルレベルのリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定
1 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し、 ［VM ゲス ト

OS のフ ァ イルを指定し た場所にリ ス ト ア］ オプシ ョ ンを選択し ます。

2 ［ターゲッ ト ・ デ ィ レ ク ト リ］ ボ ッ クスに、 フ ァ イルを リ ス ト アする場所のフル ・ パスを入力し て、 パス
が存在する こ と を確認し てから、 処理を続けます。

ス タ ン ド アロン設定の場合、 プ ラグイ ンはフ ァ イルを Hyper-V ホス ト に リ カバリ し ます。 ク ラス タ設定

の場合は、 プ ラグイ ンは、 ク ラス タ を管理し ているホス ト （仮想ク ラ イアン ト ） にフ ァ イルを リ カバリ
し ます。 どち らの場合も、 プ ラグイ ンはすべてのフ ァ イルをデフ ォル ト で
C:\<directoryNamedAfterVM> に格納し ます。

3 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

重要： リストア・ジョブにLinux VMが含まれる場合は、バックアップ中に［ファイル・レベルのリカバリ

でインデックス作成を有効化］オプションが選択されています。VMでは、大文字表記によってのみ区別

される同じ名前の2つのファイルが同じディレクトリに格納されるため、両方のファイルをリストアし、2
つのリストア・ジョブを作成して実行する必要があります。一方のジョブで、該当するすべてのファイル
と、同じ名前のファイルのどちらか1つを含めます。もう一方のジョブでは、同じ名前のもう1つのファ

イルのみを含め、リストア用に別の場所を指定します。Windowsでは大文字小文字が区別されないため、2
つのファイルの違いが認識されません。この対処法により、警告なしでリストアが完了し、両方のバー
ジョンのファイルが確実にリカバリされます。

重要： ［ボリューム］ノード下にある該当するフォルダまたはファイル、あるいはその両方を選択
します。VMノード自体は選択しないでください。 

 
コンテキスト・メニューの［名前変更］オプションを使用しないでください。オプションは表示さ
れていますが、プラグインは［名前変更］フィールドを無視し、リストアは警告付きで完了しま
す。
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フ ァ イルレベルのリ ス ト ア ・ ジ ョ ブを完成し開始
する

終ステ ッ プには、 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ ページの追加オプシ ョ ン設
定、 ジ ョ ブの実行、 および ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ と ［ログ参照］ ページからの進捗状況の監視が含まれていま
す。 これらのページ とオプシ ョ ンは、 すべての NetVault Backup プラグイ ンに共通し ています。 詳し く は、

『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

1 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 具体的な名前を指定し ます。 ジ ョ ブ名には英
数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。 また、 長
さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプ ラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお勧めし ます。

3 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

4 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

その他のリ ス ト ア手順
この ト ピ ッ クでは、 プ ラグイ ンで実行する こ とができるその他の （オプシ ョ ン） リ ス ト ア操作について説明し ま
す。

• セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索

• イ メ ージレベルのリ ス ト ア中の VM の名前変更と移動

• 代替 Hyper-V Server へのデータのリ ス ト ア

セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルの検索
［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページの ［検索］ オプシ ョ ンによ り、 セーブセ ッ ト を開いた

り、 そのコ ンテンツを参照し た りする こ と な く 、 特定のフ ァ イルやデータ ・ アイテムを検索する こ とができま
す。 フ ァ イル名または正規表現を使用し て、 リ ス ト アするデータ ・ アイテムを検索する こ とができます。

カ タ ログ検索を設定する、 または有効にするには、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 - セーブセ ッ ト の選択］ ページの

［検索］ ボタ ンの近 く にある電球アイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。 カ タ ログ検索では、 Elasticsearch で使用される正

規表現構文に対応し ています。 Elasticsearch の詳細については、

https://www.elastic.co/guide/en/elasticsearch/reference/current/query-dsl-regexp-query.html を参照し て く だ さい。

カ タ ログ検索の詳細については、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださ

い。

セーブセ ッ ト のデータ ・ アイテムを検索するには

1 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで ［検索］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セーブセ ッ ト 内のフ ァ イルを検索し ます］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ［検索する文字列］ ： 検索する文字列を入力し ます。

▪ ［正規表現検索］ ： ［検索する文字列］ ボッ クスで Elasticsearch の代わり に POSIX 正規表現を使用

するには、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ます。
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▪ ［従来の検索方法］ ： カ タ ログ化されたセーブセ ッ ト と カ タ ログ化されていないセーブセ ッ ト の両
方が検索に含まれている場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスが表示されます。

カタログ化されていないセーブセットのみが検索に含まれている場合、または［従来の検索方法］
を選択している場合は、従来の検索が使用されます。

カタログ化されたセーブセットのみが検索に含まれている場合、または［従来の検索方法］に
チェックが付いていない場合は、カタログ検索が使用されます。

3 1 つまたは複数のセーブセ ッ ト で検索を行う には、 該当するセーブセ ッ ト を選択し て ［検索］ を ク リ ッ ク

し ます。

セーブセ ッ ト を選択し ていない場合は、 すべてのセーブセ ッ ト が検索に含まれます。 ［検索結果］ ページ
では、 指定し たフ ァ イルまたはデータ項目を含むセーブセ ッ ト を表示し て、 フ ィ ルターをかける こ とが
できます。

4 リ ス ト アする項目を選択し ます。

1 つのセーブセ ッ ト からのみ項目を リ ス ト アできます。 

5 ［選択し た項目のリ ス ト ア］ を ク リ ッ ク し ます。

6 「イ メ ージレベルのバッ クア ッ プのリ ス ト ア」 または 「フ ァ イルレベルのリ カバリの実行」 のどち らかの
該当する説明に従って、 追加の手順を完了し ます。

イ メ ージレベルのリ ス ト ア中の VM の名前変更と

移動
本プ ラグイ ンは、 VM を別の名前と場所に リ ス ト アできます。 VM の名前変更は、 既存のバージ ョ ンを上書き し

た く ない場合に便利です。

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for Hyper-V］ を選択し、 適切なセーブセ ッ ト を選択し て ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 localhost または <clusterName> ノ ー ド を選択し て VM を表示

し、 リ ス ト アする VM を選択し ます。

3 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで VM を選択し て、 コ ンテキス ト ・ メ ニューから ［名前変更］ を選

択し ます。

4 ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 両方のフ ィ ールド に入力し ます （必要な場合）。

▪ ［名前変更］ ： 新しい名前を入力し ます。

▪ ［再配置］ ： 新しいフル ・ パスを入力し ます。 ク ラス タ VM を リ カバリする場合は、 パスにク ラス

タが含まれている こ と を確認し ます。

5 変更を適用するには、 ［OK］ を ク リ ッ ク し ます。

VM 名と一緒に、 名前変更および再配置情報が括弧内に表示されます。

6 「イ メ ージレベルのバッ クア ッ プのリ ス ト ア」 の説明に従い、 リ ス ト ア手順を続行し ます。

7 お使いの環境で Windows Server 2008 R2 が使用され、 元の VM にネ ッ ト ワーク ・ アダプ タが含まれてい

る場合は、 Hyper-V Manager を使用し てネ ッ ト ワーク ・ アダプ タ を追加し ます。

重要： お使いの環境でWindows Server 2008 R2と［名前変更］機能を使用している場合は、VMバックアッ

プに含まれるネットワーク・アダプタはリカバリの対象になりません。
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代替 Hyper-V Server へのデータのリ ス ト ア
この機能は、 障害復旧操作を実行する場合に便利です。 VM を別の Hyper-V Server に リ ス ト アするには、 以下の

手順に従います。

1 このプロセスを続ける前に、 新しいリ ス ト ア ・ ターゲッ ト が以下の要件を満た し ている こ と を確認
し ます。

▪ 同一バージ ョ ンの Hyper-V Server がイ ンス ト ールされている こ と ： Hyper-V Server のバージ ョ

ンが、 既存のサーバーで稼働し ているバージ ョ ン と同じ である必要があ り ます。

▪ NetVault Backup ソ フ ト ウ ェ ア と Plug-in for Hyper-V がイ ンス ト ールされている こ と ： 新規リ ス

ト ア ・ ターゲッ ト 上で同じバージ ョ ンの NetVault Backup ソ フ ト ウェ ア と プラグイ ンがイ ンス

ト ールされ設定されている必要があり ます。

▪ NetVault Backup サーバーにク ラ イアン ト が追加されている こ と ： NetVault Backup WebUI の

［ク ラ イアン ト 管理］ ページを使用し て、 ターゲッ ト ・ マシンを NetVault Backup サーバーに追加

する必要があり ます。

2 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［プ ラグイ ン ・ タ イプ］ リ ス ト
から ［Plug-in for Hyper-V］ を選択し、 適切なセーブセ ッ ト を選択し て ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 バッ クア ッ プ ・ セーブセ ッ ト から リ ス ト アする VM を選択し ます。

4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し、 ［VM 全体を

ホス ト またはク ラス タにリ カバリ］ オプシ ョ ンを選択し ます。

使用可能な他のオプシ ョ ンの詳細については、 「イ メ ージレベルのリ ス ト ア ・ オプシ ョ ンの設定」 を参照
し て く だ さい。

5 設定を保存するには、 ［OK］、 続いて ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 デフ ォル ト 設定を使用し ない場合は、 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。

進捗状況を監視する際にジ ョ ブを識別しやす く するため、 分かりやすい名前を割り当てます。 ジ ョ ブ名
には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできません。
Windows の場合は長さ制限はあ り ませんが、 40 文字以内に収める こ と をお勧めし ます。

7 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト で、 代替 Hyper-V Server を選択し ます。

8 ［スケジュール］、 ［ソース ・ オプシ ョ ン］、 および ［詳細設定］ リ ス ト を使って、 その他の必要なオプ
シ ョ ンを設定し ます。

9 ［保存］ または ［保存 ＆ 実行］ の、 どち らか適切な方を ク リ ッ ク し ます。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページで進捗状況を監視し た り、 ［ログ参照］ ページでログを表示し た り できま
す。 詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。

10 リ ス ト アが完了し たら、 Hyper-V Manager を使用し て新しい VM を イ ンポー ト し ます。
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A

ト ラ ブルシューテ ィ ング

• NetVault Backup 10.x サービス （netvault-pgsql） が Windows で開始し ない

• VSS スナ ッ プシ ョ ッ ト 使用中にバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが失敗する

NetVault Backup 10.x サービス

（netvault-pgsql） が Windows で開始し

ない
Windows イベン ト ・ ビ ューアに次のメ ッ セージが表示されているかど うかを確認し ます ： PDT FATAL: lock file 
"postmaster.pid" already exists.

NetVault Backup 10.x は PostgreSQL データベースを使用し ています。 PostgreSQL データベースが開始し ない

場合、 NetVault Backup を開始する こ とはできません。 この問題に対処するには、 ログで参照されている場所に

ある 「postmaster.pid」 を削除し て、 NetVault Backup サーバーを再起動し ます。 詳し く は、

https://support.questcom/netvault-backup/kb/122475 を参照し て く だ さい。

VSS スナ ッ プシ ョ ッ ト 使用中にバッ ク

ア ッ プ ・ ジ ョ ブが失敗する
VSS スナ ッ プシ ョ ッ ト の使用中にバッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブが停止または失敗し た場合、 プラグイ ンが VSS スナ ッ

プシ ョ ッ ト のク リーンナ ッ プを正し く 実行し ない場合があ り ます。 この問題が発生し た場合、 Microsoft の CLI
である diskshadow.exe などのツールを利用し て、 スナ ッ プシ ョ ッ ト を削除する こ とができます。

1 昇格し た権限を使用し てコマン ド ・ ラ イ ンから DiskShadow を実行し たら、 DISKSHADOW> プロンプ ト

で以下のコマン ド を実行し、 認識されないシャ ド ウ･コ ピーを検索し削除し ます。

list shadows all
上記のコマン ド によ り、 現在のシャ ド ウ ・ コ ピーがリ ス ト されます。

2 ［ローカルに露出済み］ フ ィ ールド に表示されるシャ ド ウ ・ コ ピーのリ ス ト を参照し ます。

3 停止または失敗し たジ ョ ブ中に使用されていた VM の名前と一致するデ ィ レ ク ト リ名を持つフ ィ ールド

を探し ます。

4 エン ト リの ［シャ ド ウ コ ピー ID］ フ ィ ールド を使用し て、 以下のコマン ド を実行し ます。

delete shadows ID <ShadowCopyIDofAbortedOrFailedJob>
5 <installationDirectory>\tmp\Hyper-V に移動し、 停止または失敗し たジ ョ ブの実行中に使用し た VM 名を

含むデ ィ レ ク ト リ を削除し ます。
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6 DiskShadow を終了し て、 標準のコマン ド ・ プロンプ ト に戻り ます。

7 すべての VSS Writer、 特に Hyper-V VSS Writer が安定状態である こ と を確認するには、 次のコマン ド を

実行し ます。

vssadmin list writers
上記のコマン ド によ り、 VSS Writer と その状態の一覧が表示されます。

8 VSS Writer が安定以外の状態である場合は、 Hyper-V Manager を使用し てホス ト ・ ノ ー ド を選択し た後、

Virtual Machine Manager サービスを一旦停止し て再開し ます。
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弊社について
Quest は、 急速に変化する企業 IT の世界にソ フ ト ウ ェ ア ・ ソ リ ューシ ョ ンを提供し ます。 データの急増、 ク ラ

ウ ドの拡張、 ハイブ リ ッ ド ・ データ セン ター、 セキュ リ テ ィ の脅威、 規制要件によ って生じ る課題を簡素化する
こ とができます。 弊社は、 Fortune 500 の 95% の企業および Global 1000 の 90% の企業など、 100 か国におよ

ぶ 130,000 社に対するグローバル ・ プロバイダーです。 1987 年以来、 データベース管理、 データ保護、 ID およ

びアクセス管理、 Microsoft のプ ラ ッ ト フ ォーム管理、 統合エン ド ポイ ン ト 管理などのソ リ ューシ ョ ンのポー ト

フ ォ リ オを構築し てきま し た。 Quest によ り、 組織は IT 管理に費やす時間を短縮し、 ビジネスの革新に費やす

時間を増やすこ とができます。 詳し く は、 以下を参照し て く だ さい。 http://www.bakbone.co.jp

テクニカル・サポート用リソース
テクニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご利

用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができます。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあり、 24 
時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
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